
 

 

 

 

 

 

 

ほとんど外国社会・文化などに触れることのない（ＴＶなどで知る程度）私とし

ては、外国の空気を運んでくれる国際社会学は、楽しみの講座です。 

今回のテーマは６回講義『アメリカらしさの諸層』でした。が、ダブル台風（２

７号・２８号）の襲来により１０／１６（土）第一回講義が中止となり、都合５回で

６回分の内容を、時間を延長しながらカバーするというものでした。 

先生のエネルギッシュでパワフルな講義展開と、『～おかしかないか？』等など

の金井節（あるいは光太朗節）・・・先生、失礼です・・・で、時間を忘れて聞き入って

しまいました。 

講義テーマ主旨「アメリカらしさの系譜、その時々の課題となったものをアメリ

カらしく解決」については、解決方法が良い・悪いは別としても、アメリカらしさが

伝わってきました。ただ、『圧勝の正義』は危ない！ですね。 

そして、現在進行形のオバマ革命「熟議デモクラシー」 

の結果には、おおいに期待したいところです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

国際社会学 『アメリカらしさの諸層』 

講師： 東京外国語大学 大学院教授 金井光太朗氏 

 

が終了しました 

 



↓講義前の風景                     講義開始時の風景↓ 

 

 
↑講義中の風景               すべての講義終了時の挨拶風景↑ 

 

 

受講生の多くは、６０～７０歳代の人が大半でしたが、大学生を含め、働き盛り

の２０～５０歳代の人により役立つ内容と思われます。映画鑑賞などに出かけると同

じように、軽い気持ちで『富士見市民大学の国際社会学』に立ち寄ることをお勧めし

たいです。 

私は、スケジュールの都合で、残念ながら歯抜けの受講となってしまいましたが、

資料には著書名が記載してありますので、先生への感謝の意を込めて、買い求め勉強

したいと思います。また、当講座の企画をされた、吉崎 徹 氏にも感謝です。 

                       ・・・報告 2013.12.14 Ｓ・Ｈ 

 

 

 

以下 

講師プロフィールと、 

当講座の企画ドライバーの吉崎氏が準備された資料 

を記載します。 

 



 
 

 

 

 



 

 

＜『アメリカらしさの諸層』を講義資料から、諸層を列記しました＞ 

Ⅰ 勤勉の層： フランクリンと成功の夢――セルフ・メイドが誇りとなる国 

Ⅱ 理念の層： リンカンと理念の共和国――独立宣言と憲法との合体の妙 

Ⅲ 個人主義の層： フォードと大衆社会――商品選択による自由なライフスタイル 

Ⅳ 平等の層： キングの夢とレーガンの革命――カラー・ブラインドな社会 

Ⅴ 平和と繁栄の層： ローズヴェルトとアメリカの世紀――戦争・平和・正義 

Ⅵ デモクラシーの層： オバマが変えたもの――熟議とプラグマティズム 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⇒ 最後のページに解答あり 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※Ⅰの解答  １――Ｂ   ６――Ｃ  １１――Ｂ 

２――Ｂ   ７――Ｃ  １２――Ａ 

３――Ａ   ８――Ｂ  １３――Ｃ 

４――Ｃ   ９――Ａ  １４――Ｂ 

５――Ｂ  １０――Ｂ  １５――Ｃ 

 

 

 


